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●
は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
地
域
に
お
け

る
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
地
域
統
合
に
関
す

る
中
国
の
考
え
方
と
政
策
を
概
観
し
た

い
。
中
国
の
台
頭
は
客
観
的
事
実
で
あ

る
が
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
地
域
の
ア
メ
リ
カ
優

位
の
地
域
秩
序
へ
の
挑
戦
と
い
う
見
方

を
さ
れ
る
。
中
国
の
み
な
ら
ず
イ
ン
ド

の
好
況
も
域
内
構
造
（
ア
ー
キ
テ
ク

チ
ャ
ー
）
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、

ア
ジ
ア
は
政
治
的
、
経
済
的
体
制
の
変

化
に
直
面
し
て
い
る
。本
稿
で
は
、様
々

な
分
野
で
大
国
お
よ
び
他
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

加
盟
国
が
多
国
間
協
力
体
制
を
通
じ

て
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
演
じ
る
こ
と

が
可
能
か
分
析
し
て
い
く
。
ま
ず
、
中

国
の
正
式
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
確
認
し
、

ア
メ
リ
カ
な
ら
び
に
他
国
が
環
太
平
洋

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
協
定
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
自
由
貿
易
圏
（
Ｆ

Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
）
に
参
加
し
た
経
緯
を
比
較

し
、
中
国
を
含
め
参
加
各
国
の
関
心
の

所
在
を
比
較
す
る
こ
と
が
必
要
に
な

る
。
そ
の
結
果
、
中
国
に
は
、
オ
ー
プ

ン
な
地
域
主
義
、
包
括
主
義
お
よ
び
協

力
主
義
に
基
づ
く
東
ア
ジ
ア
お
よ
び
ア

ジ
ア
太
平
洋
の
経
済
統
合
に
参
加
す
る

準
備
が
十
分
整
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
本
稿
は
、四
節
を
設
け
る
。

最
初
の
節
で
は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
設
立
以
降
の

地
域
の
発
展
、
中
国
の
台
頭
な
ら
び
に

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
そ
の
意

味
を
論
じ
る
。
第
二
節
で
は
、
Ｆ
Ｔ
Ａ

Ａ
Ｐ
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
述

べ
る
。
第
三
節
は
、
ラ
ッ
ド
前
首
相
提

唱
に
よ
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
共
同
体
、
東

ア
ジ
ア
共
同
体
と
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連

合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
の
役
割
に
つ
い
て

み
て
い
く
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
会
議
の
招

集
役
ま
た
は
幹
事
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
き
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
「
ア
ジ

ア
回
帰
」
路
線
や
中
国
の
台
頭
、
イ
ン

ド
の
好
況
と
い
う
状
況
に
お
い
て
諸
課

題
に
直
面
し
て
い
る
。「
小
さ
な
ロ
バ
」

と
も
い
え
る
サ
ブ
地
域
グ
ル
ー
プ
（
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
が
ア
ジ
ア
で
大
き
な
荷
馬

車
を
引
け
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
あ

る
。
最
後
の
第
四
節
で
は
、
中
国
が
Ｔ

Ｐ
Ｐ
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
の
い
ず
れ
に
参
加

す
べ
き
か
の
選
択
肢
に
つ
い
て
の
議
論

に
結
論
を
出
す
こ
と
と
す
る
。

一.  

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
お
よ
び
地
域
開
発

の
評
価

　

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
は
過
去
二
一
年

の
間
に
劇
的
な
変
化
を
遂
げ
、
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
が
一
九
八
〇
年
代
末
に
設
立
さ
れ
た

と
き
に
は
想
像
で
き
な
か
っ
た
ほ
ど
の

進
歩
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
。
設

立
以
降
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
と
ア
ジ
ア
太
平
洋

表1．APEC加盟エコノミーの平均適用関税率の推移 (%)

Members 1988 1993 1996 2004 2006 2007 2008

オーストラリア 15.6 9 6.1 4.25 3.53 3.53 3.53

ブルネイ 3.9 3.9 1.98 1.98 1.98 1.98 1.98

カナダ 9.1 8.8 5.8 3.9 3.8 3.8 3.8

チリ 19.9 14.8 11 6 6 6 6

中国 40.3 37.5 23 10.4 9.9 9.9 9.8

インドネシア 20.3 17 13.01 9.88 9.45 9.45 7.72

日本 7.2 6.5 5 2.4 2 1.8 1.8

韓国 19.2 11.6 14.4 11.91 12.8 12.8 12.8

マレーシア 13 12.8 9 8.56 7.68 7.68 7.7

メキシコ 10.6 12.8 9.8 15.9 10.9 10.9 10.9

ニュージーランド 15 8 5.7 3.5 3.4 3.4 3.4

ペルー 11.9 10.2 10.1 8.3 5.0

フィリピン 27.9 23.5 13.99 7.06 7.33 7.33 6.23

ロシア 12.7 11.9 11.4 11.4 11.4

シンガポール 0.4 0.4 0.3 0 0 0 0

チャイニーズタイペイ 12.6 8.9 8.64 5.74 5.6 5.6 5.57

タイ 40.8 37.8 18.36 11.97 11.36 11.36 11.83

アメリカ 6.6 6.6 6.4 4.9 4.8 4.8 4.8

ベトナム 11.9 18.53 18.5 18.5 11.79

APEC全体 15.4 12.9 10.7 8 7.6 7.5 6.95

（出所）： China APEC Study Academy edited: APEC Economic Development Report 2009, Nankai 
University Publishing House, Tianjing, 2009, pp.14-5.
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全
域
は
世
界
経
済
の
中
で
も
最
も
成
長

の
著
し
い
地
域
と
な
っ
た
。
中
国
と
イ

ン
ド
を
は
じ
め
成
長
国
を
含
む
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
は
今
や
世
界
経
済
の
回
復

と
成
長
の
け
ん
引
役
と
認
識
さ
れ
て
お

り
、今
後
も
そ
う
あ
り
続
け
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
重
要
な
実
績
は
、

平
均
適
用
関
税
率
を
一
九
八
八
年
の
一

五
・
四
％
か
ら
二
〇
〇
八
年
ま
で
に
六
・

九
五
％
に
引
き
下
げ
た
こ
と
で
あ
る
。

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
加
盟
の
途
上
エ
コ
ノ
ミ
ー
の

中
に
は
、
大
幅
に
引
き
下
げ
た
エ
コ
ノ

ミ
ー
も
あ
る
。た
と
え
ば
中
国
は
四
〇
・

三
％
か
ら
二
〇
〇
八
年
ま
で
に
九
・

八
％
へ
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
二
〇
・
三
％

か
ら
七
・
七
二
％
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
二

七
・
九
％
か
ら
六
・
二
三
％
、
タ
イ
は

四
〇
・
八
％
か
ら
一
一
・
八
三
％
に
引

き
下
げ
た
（
表
１
参
照
）。
一
九
九
六

年
以
降
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
内
で
の
貿
易
制
度

は
改
善
さ
れ
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
加
盟
エ
コ
ノ

ミ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
関
税
に
関
す
る
情

報
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
入
手
可
能
に
す
る

な
ど
、
透
明
性
も
向
上
し
た
。
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
域
内
の
モ
ノ
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
貿

易
は
一
九
八
九
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
の

間
に
三
倍
以
上
に
拡
大
し
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

域
内
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
貿
易
の
割
合
が

一
九
八
九
年
の
一
三
・
八
％
か
ら
二
〇

〇
三
年
に
は
一
八
・
五
％
に
伸
び
た

（A
PEC
 Senior O

fficials R
eport 

2005

）。
中
国
外
務
省
ス
タ
ッ
フ
は
、

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
を
ア
ジ
ア
太
平
洋
域
内
に
お

け
る
最
も
包
括
的
な
機
能
を
持
つ
最
重

要
の
経
済
協
力
枠
組
み
で
あ
る
と
み
な

し
て
い
る
。
中
国
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
共

同
体
の
一
国
と
し
て
、
様
々
な
分
野
に

お
け
る
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
協
力
関
係
の
重
要

性
に
鑑
み
、
積
極
的
な
関
与
を
行
っ
て

い
る
。
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
が
ス
タ
ー

ト
し
て
以
降
、
中
国
の
首
脳
は
非
公
式

の
首
脳
会
議
に
必
ず
出
席
し
て
い
る

（H
e [2009]

）。

　

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
最
も
顕
著
な
功
績
は
、

一
九
九
四
年
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
で

採
択
し
た
「
ボ
ゴ
ー
ル
目
標
」
だ
ろ
う
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
自
由
か
つ
開
か

れ
た
貿
易
と
投
資
を
実
現
す
る
と
い
う

共
通
目
標
を
設
定
し
た
ボ
ゴ
ー
ル
宣
言

は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
崇
高
な
精
神
を
示
す
も

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ボ
ゴ
ー
ル
目
標

の
弱
点
は
、
そ
の
定
義
が
曖
昧
で
あ
り

具
体
的
な
必
要
条
件
の
明
確
に
示
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
（Elek 

[2005]

）。
釜
山
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
ボ

ゴ
ー
ル
目
標
の
将
来
像
ま
た
は
実
現
へ

の
道
筋
の
下
絵
を
提
示
し
て
い
る
が
、

目
標
達
成
の
た
め
の
的
確
な
基
準
を
明

確
に
示
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ハ

ノ
イ
行
動
計
画
も
不
首
尾
に
終
わ
っ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ボ
ゴ
ー
ル
目
標

は
一
定
の
進
歩
で
は
あ
る
が
、
目
標
設

定
が
曖
昧
で
あ
る
こ
と
か
ら
課
題
が
依

然
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
曖

昧
な
表
現
は
、
最
近
の
「
二
〇
一
〇
年

貿
易
担
当
大
臣
会
合
（
Ｍ
Ｒ
Ｔ
）
宣
言
」

に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
そ
こ
で
は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
先
進
加
盟
エ

コ
ノ
ミ
ー
の
す
べ
て
が
設
定
時
期
内
に

ボ
ゴ
ー
ル
目
標
を
達
成
す
る
と
い
う
強

い
姿
勢
も
な
い
ま
ま
高
官
に
評
価
報
告

書
を
ま
と
め
る
よ
う
指
示
し
て
お
り
、

内
容
は
曖
昧
な
ま
ま
で
あ
る
。
曖
昧
な

表
現
に
す
る
こ
と
で
、
先
進
エ
コ
ノ

ミ
ー
は
ボ
ゴ
ー
ル
目
標
達
成
へ
の
努
力

を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た

が
っ
て
、
ボ
ゴ
ー
ル
目
標
を
達
成
し
な

く
て
も
達
成
で
き
た
と
す
る
こ
と
も
で

き
る
と
い
う
期
待
も
あ
る
⑴

。

　

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
二
つ
の
金
融
危
機
を
経

験
し
て
き
た
。
一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア

金
融
危
機
、
二
〇
〇
八
年
の
世
界
的
な

金
融
危
機
だ
。
前
者
は
自
由
化
プ
ロ
セ

ス
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
な
ぜ
な
ら
先

進
国
が
支
援
に
消
極
的
で
、
特
に
ア
メ

リ
カ
が
危
機
解
消
に
向
け
て
今
回
実
施

し
た
よ
う
な
解
決
策
に
対
し
て
及
び
腰

だ
っ
た
か
ら
だ
。
こ
れ
は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の

途
上
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
た
い
へ
ん
失
望
さ

せ
た
。
後
者
は
ア
メ
リ
カ
で
二
〇
〇
八

年
に
表
面
化
し
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
傘
下
の
先

進
エ
コ
ノ
ミ
ー
、
途
上
エ
コ
ノ
ミ
ー
双

方
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
た
。
幸
い
に

も
史
上
最
悪
の
金
融
危
機
が
世
界
戦
争

に
発
展
す
る
と
の
予
言
は
当
た
ら
な

か
っ
た
。

　

世
界
的
な
金
融
危
機
が
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
地

域
を
襲
っ
た
こ
と
か
ら
、
東
ア
ジ
ア
は

国
際
秩
序
の
変
移
に
お
い
て
決
定
的
に

重
要
の
地
域
と
な
っ
た
。
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
発

足
以
降
、
様
々
な
協
力
機
構
や
メ
カ
ニ

ズ
ム
が
急
増
し
た
。さ
ら
に
近
年
で
は
、

先
ご
ろ
辞
任
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ケ
ビ
ン
・
ラ
ッ
ド
前
首
相
が
「
ア
ジ
ア

太
平
洋
共
同
体
」
を
、
日
本
の
鳩
山
由

紀
夫
前
首
相
が
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」

を
、
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
が
「
環
太
平

洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
協

定
」
を
提
唱
し
、
東
ア
ジ
ア
が
特
別
な

関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
中
国
は
国
内
の

経
済
政
策
に
専
念
し
て
お
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

を
は
じ
め
、
こ
の
よ
う
な
提
案
に
は
な

お
沈
黙
を
守
っ
て
い
る
。
特
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
関
し
て
は
な
ん
ら
発
言
を
行
っ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
中
国
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対

し
て
な
に
も
考
え
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
提
案
は
い

ず
れ
も
地
域
の
国
家
間
の
協
力
を
通
じ

て
太
平
洋
の
時
代
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
創

造
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
共
通
し
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

よ
り
広
域
で
の
地
域
的
協
力
が
地
域

統
合
理
論
と
矛
盾
を
き
た
さ
な
い
と
い

う
事
実
、
そ
し
て
い
ま
あ
る
課
題
に
対

処
す
る
た
め
に
よ
り
大
き
な
地
域
的
協

力
が
不
可
欠
な
場
合
が
あ
る
こ
と
は
、

誰
も
否
定
し
な
い
。
し
か
し
、
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
加
盟
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
中
に
は
、
戦
略
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的
統
一
性
と
包
括
的
な
地
域
主
義
の
全

体
像
を
ど
う
描
く
べ
き
か
を
見
極
め
よ

う
と
待
ち
の
姿
勢
を
取
っ
て
い
る
国
も

あ
る
。
こ
れ
ら
の
提
案
は
新
し
い
制
度

構
成
に
向
け
て
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、

既
存
の
地
域
共
同
体
を
軽
視
す
る
べ
き

で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
う
い
っ
た
観
点

か
ら
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
Ａ
Ｒ
Ｆ
）
や
東
ア
ジ
ア
首
脳
会
議
（
Ｅ

Ａ
Ｓ
）
な
ら
び
に
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
意
義
を

持
ち
続
け
る
だ
ろ
う
。

　

中
国
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
参
加
以
降
、
米
中

関
係
は
比
較
的
安
定
し
て
お
り
、
共
通

の
課
題
に
関
し
て
前
例
の
な
い
ほ
ど
の

二
国
間
協
力
が
見
ら
れ
た
。
米
中
戦
略

経
済
対
話
は
経
済
面
に
と
ど
ま
ら
ず
、

そ
の
他
分
野
の
動
き
に
つ
い
て
も
概
し

て
有
益
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

両
国
と
も
に
、
オ
バ
マ
政
権
誕
生
直
後

は
友
好
関
係
を
深
め
た
か
に
見
え
た
。

残
念
な
こ
と
に
昨
年
一
一
月
の
オ
バ
マ

大
統
領
の
訪
中
直
後
か
ら
ア
メ
リ
カ
は

相
次
い
で
強
攻
策
を
と
る
よ
う
に
な

り
、
高
官
レ
ベ
ル
の
訪
問
が
数
回
延
期

さ
れ
る
な
ど
、
両
国
の
関
係
が
軌
道
を

踏
み
外
す
よ
う
に
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ

の
対
中
関
係
は
ア
メ
リ
カ
内
の
政
治
的

利
害
に
直
結
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
り
、
相
互
の
誤
解
が
消
え
ず
に
残

る
。
実
際
、
米
中
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど

深
い
相
互
依
存
関
係
に
あ
り
、
と
も
に

安
定
的
な
米
中
関
係
の
必
要
性
を
認
識

し
て
い
る
。
安
定
的
な
米
中
関
係
は
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
発
展
、
安
定
、
安
全
に
寄
与

す
る
だ
ろ
う
。

　

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
重
要
な
メ
ン
バ
ー
と
し

て
中
国
は
積
極
的
な
政
策
を
展
開
し
、

世
界
的
な
金
融
危
機
の
影
響
の
払
し
ょ

く
に
努
め
た
。
そ
の
結
果
、
二
〇
〇
九

年
に
は
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
が
約

四
兆
九
〇
〇
〇
億
ド
ル
、
成
長
率
九
・

一
％
と
い
う
目
覚
ま
し
い
実
績
を
あ
げ

た
。
世
界
で
二
番
目
の
経
済
大
国
と

な
っ
た
今
、
中
国
の
台
頭
は
誰
の
目
に

も
明
ら
か
だ
。
好
況
に
沸
く
中
国
と
イ

ン
ド
は
域
内
制
度
構
成
に
影
響
を
与
え

て
お
り
、
ア
ジ
ア
は
政
治
的
、
経
済
的

体
制
に
お
い
て
変
化
に
直
面
し
て
い

る
。
安
定
的
か
つ
平
和
的
に
推
移
す
る

た
め
に
は
、
達
成
可
能
な
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の

将
来
に
対
す
る
新
た
な
考
え
方
が
必
要

で
あ
る
。

　

以
上
を
念
頭
に
置
く
と
、
中
国
の
台

頭
は
今
日
、経
済
的
成
長
の
み
な
ら
ず
、

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
的
制

度
機
構
に
お
い
て
中
国
の
建
設
的
役
割

が
高
ま
っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
中
国
の
台
頭
は
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

地
域
を
世
界
の
経
済
的
・
戦
略
的
影
響

力
に
お
け
る
重
心
に
据
え
た
。
中
国
は

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
参
加
国
と
協
力
し
、
地
域
が

願
う
将
来
を
構
築
す
る
こ
と
を
望
ん
で

い
る
。
新
し
い
現
実
主
義
者
の
議
論
で

は
、
新
興
諸
国
が
平
和
裏
に
既
存
の
地

域
的
お
よ
び
世
界
的
秩
序
に
参
加
す
る

の
は
難
し
い
。
し
か
し
自
由
主
義
論
者

は
、
経
済
的
な
相
互
依
存
が
共
存
共
栄

の
結
果
を
生
む
と
主
張
し
て
い
る
。
つ

ま
り
地
域
国
家
は
、
貿
易
保
護
主
義
や

相
互
対
立
、
軍
拡
競
争
で
は
な
く
、
自

由
市
場
と
開
か
れ
た
貿
易
制
度
に
よ
っ

て
国
家
の
発
展
を
追
求
す
る
と
い
う
こ

と
だ
。
歴
史
的
に
見
て
も
、
一
九
世
紀

末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
ア

メ
リ
カ
の
台
頭
、
一
九
六
〇
年
代
の
日

本
の
台
頭
は
平
和
的
な
台
頭
が
可
能
で

あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
参
加
以
降
、
中
国
が
貢
献
し
て
き
た

と
い
う
事
実
は
、
途
上
国
を
代
表
す
る

役
割
を
担
い
た
い
、
南
北
間
の
協
力
を

促
進
し
た
い
と
い
う
中
国
の
意
向
を
表

わ
す
も
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
「
ア

ジ
ア
回
帰
」
政
策
が
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を

基
盤
と
し
、
中
国
に
対
し
て
オ
ー
プ
ン

で
あ
り
、
か
つ
中
国
を
包
括
し
て
い
る

も
の
で
あ
れ
ば
、
中
国
の
平
和
的
発
展

と
興
隆
が
さ
ら
に
保
障
さ
れ
よ
う
。
オ

バ
マ
大
統
領
は
、
米
中
両
国
が
共
通
課

題
に
協
力
し
て
対
処
す
れ
ば
、
双
方
が

満
足
の
い
く
結
果
が
得
ら
れ
る
と
考
え

て
い
る
（
二
〇
〇
九
年
一
一
月
一
三
日

オ
バ
マ
大
統
領
東
京
演
説
）。
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
が
再
び
活
力
に
満
ち
た
も
の
に
な
る

た
め
に
は
、
中
国
の
さ
ら
な
る
関
与
と

こ
れ
ま
で
通
り
の
積
極
的
な
役
割
が
必

要
で
あ
る
。

二.    

Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
お
よ
び
Ｔ
Ｐ
Ｐ

　

Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
構
想
は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
ビ

ジ
ネ
ス
諮
問
委
員
会
が
二
〇
〇
四
年
に

提
案
し
た
も
の
で
、
一
九
九
四
年
に
採

択
さ
れ
た
「
域
内
の
自
由
で
開
か
れ
た

貿
易
と
投
資
」
を
実
現
す
る
と
い
う
ボ

ゴ
ー
ル
目
標
を
達
成
す
る
う
え
で
当
時

は
唯
一
の
方
法
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
以
降
開
催
さ
れ
た
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳

会
議
（
二
〇
〇
七
年
の
シ
ド
ニ
ー
、
二

〇
〇
八
年
の
リ
マ
、
二
〇
〇
九
年
の
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
）
で
は
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
が

ひ
と
つ
の
主
要
議
題
と
し
て
討
議
さ
れ

た
。
公
式
の
分
析
研
究
で
は
肯
定
的
示

唆
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
Ｆ
Ｔ
Ａ

Ａ
Ｐ
構
築
に
は
課
題
が
伴
う
（
二
〇
〇

八
年
の
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｍ
リ
マ
宣
言
）。
た
と

え
ば
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
は
法
的
拘
束
力
を

伴
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
べ
き
だ
が
、

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
自
由
意
思
と
合
意
に
基
づ

く
意
思
決
定
と
い
う
手
法
を
採
用
し
て

い
る
。
地
域
貿
易
協
定
（
Ｒ
Ｔ
Ａ
）
と

自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
に
関
し
て
、

独
立
し
た
一
五
条
か
ら
成
る
条
項
が
あ

り
、
そ
れ
ら
の
協
定
の
内
容
の
充
実
、

他
の
域
内
協
定
と
の
整
合
性
を
と
る
こ

と
が
謳
わ
れ
て
い
る
（
釜
山
宣
言
お
よ

び
ハ
ノ
イ
宣
言
）。
し
か
し
オ
バ
マ
政

権
は
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
ま
ず
環
太
平

洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
協

定
に
参
加
し
た
上
で
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
へ
の

参
加
を
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
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協
定
の
交
渉
は
二
ラ
ウ
ン
ド
を
終
え
、

第
三
ラ
ウ
ン
ド
が
二
〇
一
〇
年
八
月
に

開
催
さ
れ
る
予
定
だ
。
ア
メ
リ
カ
の
参

加
は
重
要
な
戦
略
的
行
動
で
あ
り
、
地

域
協
力
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
政

策
の
戦
略
的
調
整
の
意
思
を
示
す
と
と

も
に
、
従
来
の
二
国
間
ア
プ
ロ
ー
チ
か

ら
新
た
な
貿
易
交
渉
の
手
法
へ
の
変
化

を
示
唆
し
て
い
る
。

　

他
国
と
同
様
、
中
国
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
注

視
し
て
い
る
。
二
年
ほ
ど
前
に
、
米
通

商
代
表
部
（
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
）
の
ス
ー
ザ
ン
・

シ
ュ
ワ
ブ
元
代
表
は
、
ア
メ
リ
カ
が
Ｔ

Ｐ
Ｐ
へ
の
加
盟
に
向
け
て
交
渉
を
開
始

し
た
と
発
表
し
て
い
る
。（Vaughn 

[2008]

）。
オ
バ
マ
大
統
領
は
二
〇
〇

九
年
一
一
月
一
三
日
に
東
京
で
行
っ
た

演
説
で
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け

る
域
内
経
済
協
力
に
向
け
た
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
ア
メ
リ
カ
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

関
わ
る
こ
と
は
特
別
か
つ
大
き
な
意
味

を
持
つ
と
述
べ
た
。
す
で
に
動
き
出
し

て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
ア
メ
リ
カ
が
関
わ
る

の
に
は
、
い
く
つ
か
の
特
別
な
理
由
が

あ
る
。

　

第
一
に
、
オ
バ
マ
大
統
領
に
は
ア
メ

リ
カ
の
国
益
を
追
求
す
る
と
い
う
実
利

的
な
意
図
が
あ
る
。
世
界
的
な
金
融
危

機
の
影
響
が
な
お
残
り
、
完
全
に
は
消

え
去
っ
て
い
な
い
現
時
点
で
、
オ
バ
マ

政
権
は
国
内
で
の
雇
用
拡
大
、
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
へ
の
ア
メ
リ
カ
の
輸
出
の

飛
躍
的
拡
大
を
通
じ
て
、
国
内
の
不
満

を
解
消
す
る
た
め
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に

向
け
て
具
体
的
行
動
を
と
る
こ
と
が
最

善
と
考
え
た
⑵

。
国
益
が
国
の
外
交
政

策
を
司
る
戦
略
の
中
核
を
成
す
こ
と
は

理
解
で
き
る
。
オ
バ
マ
大
統
領
は
対
中

関
係
を
扱
う
う
え
で
、
ア
メ
リ
カ
の
国

益
を
重
要
視
し
て
い
る
（
オ
バ
マ
大
統

領
東
京
演
説
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
一

三
日
）。
中
国
も
ア
メ
リ
カ
の
資
本
主

義
的
や
り
方
か
ら
学
ん
で
い
る
よ
う
に

見
え
、
国
と
国
と
の
関
係
を
司
る
「
最

高
原
理
」
と
し
て
国
益
を
強
調
し
て
い

る
。
国
が
国
益
に
基
づ
い
て
対
外
関
係

に
対
処
し
始
め
る
と
、
二
国
間
関
係
は

改
善
さ
れ
、
地
域
お
よ
び
世
界
に
お
い

て
平
和
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
の
が

前
提
に
あ
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
こ
こ

で
も
う
ひ
と
つ
の
政
治
的
現
実
主
義
の

前
提
が
頭
に
浮
か
ぶ
。
大
国
が
国
益
を

強
調
す
る
と
、
対
立
が
避
け
ら
れ
な
い

と
い
う
も
の
だ
。
始
ま
り
に
お
い
て
自

ら
の
利
益
を
強
調
し
す
ぎ
る
と
動
機
が

疑
問
視
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
相
互
信

頼
が
軽
視
さ
れ
る
と
い
う
推
論
が
こ
こ

で
成
立
し
得
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
相
互

利
益
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
こ
と
が

必
要
だ
。

　

第
二
に
、
低
品
質
と
み
ら
れ
て
き
た

ア
ジ
ア
モ
デ
ル
に
代
わ
る
べ
き
模
範
例

と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
質
の
高
い
Ｆ
Ｔ

Ａ
を
構
築
し
た
い
と
考
え
て
い
る

（Cutler [2009]

）。
Ｆ
Ｔ
Ａ
基
準
を
作

り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ

は
地
域
統
合
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
が
ア
メ
リ
カ
製
モ
デ

ル
に
追
随
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
の

だ
。
こ
れ
は
恐
ら
く
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
域
内

で
四
〇
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
乱
立
す
る
こ
と

や
、
七
〇
近
く
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
が
進
ん

で
い
る
こ
と
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
憂

慮
を
反
映
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場

合
、
多
様
で
は
あ
る
が
、
一
見
し
て
低

品
質
の
貿
易
協
定
グ
ル
ー
プ
が
生
ま
れ

る
だ
け
で
、
皿
の
中
の
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ

が
一
層
複
雑
に
絡
ま
り
合
い
、
ア
メ
リ

カ
の
貿
易
利
益
が
損
な
わ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
二
大
政
党
制
、

多
様
な
各
種
利
益
団
体
お
よ
び
連
邦
政

府
な
ど
が
よ
り
集
ま
っ
て
支
持
す
る
主

要
な
要
素
は
、
サ
ー
ビ
ス
貿
易
や
知
的

財
産
、
労
働
基
準
な
ど
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
網
羅

さ
れ
る
包
括
的
協
議
事
項
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
要
素
は
、
ア
メ
リ
カ
が
こ
れ

ま
で
に
他
国
と
締
結
し
て
き
た
二
国
間

の
Ｆ
Ｔ
Ａ
協
定
に
必
ず
し
も
網
羅
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
の
と
こ

ろ
、
こ
の
よ
う
な
二
国
間
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
協

定
の
す
べ
て
が
貿
易
に
お
い
て
大
き
な

効
果
を
上
げ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

ア
メ
リ
カ
側
は
時
に
政
治
的
か
つ
防
衛

上
の
観
点
で
考
え
る
場
合
す
ら
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
「
質
の
高
い
」

協
定
は
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
参
加
エ
コ
ノ
ミ
ー

か
ら
は
歓
迎
さ
れ
な
い
は
ず
だ
。

　

第
三
に
、
ア
メ
リ
カ
は
自
国
が
排
除

さ
れ
た
ア
ジ
ア
の
貿
易
圏
が
構
築
さ
れ

る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。
一
九
九
〇

年
代
半
ば
以
降
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
特
恵
貿
易

協
定
）
／
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
東
ア
ジ
ア
で
構
築

さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
が
地
域

統
合
に
対
す
る
影
響
力
を
強
め
て
い

る
。特
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３（
Ａ
Ｐ
Ｔ
）、

東
ア
ジ
ア
首
脳
会
議
（
Ｅ
Ａ
Ｓ
）、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
１
、
東
ア
ジ
ア
自
由
貿
易

圏
や
東
ア
ジ
ア
共
同
体
と
い
っ
た
プ
ラ

ン
だ
。
ア
メ
リ
カ
を
排
除
し
よ
う
と
す

る
と
政
府
関
係
者
や
財
界
人
は
東
ア
ジ

ア
で
何
が
起
き
て
い
る
か
監
視
の
目
を

光
ら
せ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
い
っ
た

人
々
は
貿
易
と
投
資
の
移
動
効
果
に
よ

り
、
ア
メ
リ
カ
の
東
ア
ジ
ア
へ
の
ビ
ジ

ネ
ス
参
入
チ
ャ
ン
ス
に
影
響
が
及
ぶ
の

を
懸
念
し
て
い
る
わ
け
だ
。
当
初
は
Ｆ

Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
を
支
持
し
て
い
た
バ
ー
グ
ス

テ
ン
博
士
は
現
在
で
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
支
持

し
て
お
り
、
太
平
洋
の
真
ん
中
に
線
が

引
か
れ
る
こ
と
を
心
配
す
る
。
同
氏
は

ア
メ
リ
カ
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
れ
ば
ア

ジ
ア
各
国
と
の
関
与
が
深
ま
り
、
排
他

的
ア
ジ
ア
圏
内
の
経
済
上
、
外
交
政
策

上
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
リ
ス
ク
を
軽

減
で
き
る
と
考
え
て
い
る
（Bergsten 

[2009]

）。

　

第
四
に
、
ア
メ
リ
カ
は
中
国
を
牽
制
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し
、
自
ら
が
指
導
者
的
役
割
を
演
じ
続

け
た
い
と
考
え
て
い
る
。
中
国
の
台
頭

は
、
権
力
の
変
容
と
域
内
指
導
力
に
つ

い
て
の
議
論
に
火
を
つ
け
た
。
中
国
の

飛
躍
的
成
長
は
近
隣
外
交
を
活
発
に

し
、
今
年
初
に
ス
タ
ー
ト
し
た
中
国
―

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
自
由
貿
易
圏
は
両
サ
イ
ド

の
関
係
を
緊
密
な
も
の
に
し
た
。
支
配

的
役
割
を
演
じ
る
ア
メ
リ
カ
は
中
国
の

地
域
統
合
に
お
け
る
一
層
の
活
躍
を
憂

慮
し
て
お
り
、
中
国
が
東
ア
ジ
ア
に
お

け
る
指
導
者
と
な
る
こ
と
を
阻
む
に
は

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
好
ま
し
い
選
択
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

第
五
に
、
ア
メ
リ
カ
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
弾

み
を
つ
け
て
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
を
実
現
し
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
地
域
統

合
に
お
い
て
指
導
者
で
あ
り
続
け
た
い

と
願
っ
て
い
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
経
て
Ｆ
Ｔ

Ａ
Ａ
Ｐ
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
ア
メ
リ

カ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
よ
い
も
の
で
は
あ

ろ
う
が
、
長
期
的
視
野
に
立
て
ば
、
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
自
由
貿
易
圏
の
た

め
に
質
の
高
い
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
構
築
す
る
う

え
で
Ｒ
Ｔ
Ａ
／
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
一
五
の
条
項

が
な
お
明
確
な
意
味
合
い
を
持
つ
。

　

結
論
と
し
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
ア
メ
リ

カ
参
加
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
こ
れ

は
主
に
、
ア
メ
リ
カ
が
東
ア
ジ
ア
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
な
貿
易
相
手
国
で

あ
る
だ
け
で
な
く
、
域
内
の
地
政
学
に

非
常
に
重
要
な
役
割
を
持
つ
軍
事
国
で

あ
る
た
め
で
あ
る
。
現
在
は
す
で
に
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

ブ
ル
ネ
イ
、チ
リ
の
四
カ
国
が
参
加
し
、

ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ベ
ト

ナ
ム
、
ペ
ル
ー
の
四
カ
国
が
参
加
に
向

け
て
準
備
が
整
っ
て
い
る
。
こ
の
八
カ

国
は
二
ラ
ウ
ン
ド
の
交
渉
を
終
え
て
お

り
、
意
見
の
不
一
致
が
あ
る
よ
う
で
は

あ
る
も
の
の
、
活
発
に
準
備
を
進
め
て

い
る
。
参
加
国
の
拡
大
が
求
め
ら
れ
て

は
い
る
が
、
現
時
点
で
近
い
将
来
参
加

が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
韓
国
、
日
本

の
み
で
あ
る
。

三. 
鳩
山
氏
と
ラ
ッ
ド
氏
の
提
案
の

行
方

　

日
本
の
鳩
山
前
首
相
と
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
ラ
ッ
ド
前
首
相
は
職
を
辞
し

た
。
共
通
の
関
心
は
東
ア
ジ
ア
共
同
体

と
ア
ジ
ア
太
平
洋
共
同
体
と
い
う
提
案

が
今
後
ど
う
な
る
の
か
、
二
人
の
提
案

が
そ
れ
ぞ
れ
の
後
任
者
に
よ
っ
て
受
け

入
れ
ら
れ
、
引
き
続
き
推
進
さ
れ
る
の

か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
提

案
は
日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
だ
け
で

な
く
、
東
ア
ジ
ア
と
ア
メ
リ
カ
に
お
い

て
も
白
熱
し
た
議
論
を
巻
き
起
こ
し

た
。
域
内
の
状
況
は
、
新
し
い
経
済
的

か
つ
防
衛
／
政
治
的
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

に
よ
っ
て
性
格
付
け
さ
れ
る
よ
う
に
思

え
る
。
論
争
が
巻
き
起
こ
っ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
様
々
な
協
力
に
関
す
る
考
え

方
や
提
案
が
生
み
出
さ
れ
た
か
ら
だ
。

　

鳩
山
前
首
相
が
提
唱
し
た
東
ア
ジ
ア

共
同
体
は
、
同
氏
の
前
任
、
小
泉
元
首

相
の
考
え
方
に
基
本
的
に
は
似
て
い

る
。
い
ず
れ
も
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
一
〇
カ

国
に
北
東
ア
ジ
ア
三
カ
国
と
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ン

ド
を
加
え
た
一
六
カ
国
の
共
同
体
を
提

唱
し
て
い
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
鳩
山

前
首
相
の
案
は
自
由
民
主
党
が
主
張
し

続
け
て
き
た
「
価
値
外
交
」
を
放
棄
し

て
い
る
よ
う
で
あ
り
、「
多
面
的
価
値
」

（
も
し
く
は
「
多
様
な
価
値
」）
を
尊
重

す
る
と
と
も
に
、
中
国
や
韓
国
を
は
じ

め
と
す
る
域
内
の
大
国
と
の
調
和
と

「
友
愛
関
係
」
を
模
索
す
る
と
述
べ
て

い
る
。
さ
ら
に
鳩
山
氏
は
中
心
的
柱
の

ひ
と
つ
と
し
て
ア
ジ
ア
の
共
通
通
貨
創

設
（
中
国
を
含
む
）
の
重
要
性
を
強
調

す
る
な
ど
、
欧
州
モ
デ
ル
を
東
ア
ジ
ア

共
同
体
の
例
と
し
て
利
用
す
る
意
向
の

よ
う
だ
。
実
際
、
東
ア
ジ
ア
共
同
体
構

想
は
韓
国
の
金
大
中
元
大
統
領
が
論
じ

る
な
ど
、
鳩
山
前
首
相
の
前
に
も
議
論

さ
れ
て
き
た
。
興
味
深
い
の
は
、
鳩
山

氏
の
東
ア
ジ
ア
共
同
体
構
想
が
日
本
国

内
よ
り
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
注

目
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
鳩
山
氏
の
真

意
は
中
国
を
取
り
込
み
、
ア
メ
リ
カ
を

排
除
す
る
こ
と
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

そ
れ
は
依
然
と
し
て
謎
の
ま
ま
だ
。

鳩
山
氏
は
ア
メ
リ
カ
と
の
対
等
な
関
係

を
望
ん
で
お
り
、
こ
れ
は
「
日
本
が
過

去
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
に
過
剰
に
依
存

し
て
き
た
」
た
め
、
も
っ
と
自
立
す
べ

き
と
の
同
氏
な
ら
び
に
日
本
人
の
一
部

が
持
つ
意
思
を
強
く
示
す
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
日
本
は
依
然
と
し
て
軍
事

同
盟
に
基
づ
く
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
国
で

あ
り
、
東
ア
ジ
ア
共
同
体
が
政
治
的
配

慮
抜
き
で
構
築
で
き
る
か
ど
う
か
は
疑

問
だ
。
菅
直
人
現
首
相
は
、
日
本
の
同

盟
国
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
が
地
政
学
的

意
味
に
お
い
て
中
国
に
対
抗
す
る
た
め

に
必
要
な
手
段
で
あ
る
と
強
く
考
え
て

い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
考
え
は
民
主
党

の
政
治
的
行
動
が
少
な
く
と
も
よ
く
錬

ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ア
ジ
ア
太
平

洋
圏
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
関
し
て
声
を
そ
ろ
え
る

オ
バ
マ
政
権
と
は
、
比
較
す
る
の
が
難

し
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
日
本
は
ア

メ
リ
カ
が
進
め
て
い
る
環
太
平
洋
地
域

の
統
合
へ
の
対
応
を
進
め
て
い
る
よ
う

に
は
見
え
ず
、
将
来
的
な
共
同
体
形
成

に
向
け
た
東
ア
ジ
ア
統
合
に
関
す
る
合

意
形
成
で
中
国
を
受
け
入
れ
た
り
、
中

国
と
協
力
し
た
り
す
る
た
め
の
準
備
も

行
っ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

　

ラ
ッ
ド
前
首
相
が
提
唱
す
る
ア
ジ
ア

太
平
洋
共
同
体
に
は
、域
内
の
政
治
的
、

経
済
的
組
織
構
造
に
関
す
る
深
遠
か
つ

戦
略
的
な
考
慮
が
あ
る
。
そ
の
構
想
で

は
中
国
、
イ
ン
ド
そ
し
て
ア
ジ
ア
の
す

べ
て
の
国
・
地
域
が
、
理
路
整
然
と
位



22アジ研ワールド・トレンドNo.183 （2010. 12）

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
関

与
に
つ
い
て
言
葉
を
濁
す
鳩
山
氏
と
違

い
、
ラ
ッ
ド
氏
は
域
内
に
と
っ
て
不
可

欠
と
し
て
ア
メ
リ
カ
を
支
持
し
て
い

る
。「
ア
メ
リ
カ
が
優
位
性
を
維
持
す

る
こ
と
が
、
根
幹
と
し
て
あ
り
続
け
る

べ
き
だ
」
か
ら
だ
。
そ
こ
に
は
権
力
構

造
の
変
化
が
反
映
さ
れ
、
そ
の
意
味
が

徐
々
に
顕
在
化
し
て
い
る
。
ラ
ッ
ド
氏

の
発
言
は
客
観
的
現
実
を
映
し
出
し
た

も
の
で
は
あ
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
、

同
氏
は
た
だ
議
論
を
開
始
し
、
他
国
の

反
応
を
聞
き
た
い
が
た
め
に
決
定
的
か

つ
明
確
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
し
た

の
だ
⑶

。

　

両
氏
が
辞
任
し
た
の
は
と
も
に
国
内

の
政
治
事
情
に
よ
る
の
だ
ろ
う
が
、
日

本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
両
国
に
は
ア

メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
プ
レ
ゼ
ン

ス
、
特
に
軍
事
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
必
要

性
が
あ
る
点
は
共
通
し
て
い
る
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
構
想
は
経
済
面
で
中
国

か
ら
の
利
益
を
引
き
出
し
た
い
だ
け
だ

が
、
一
方
で
中
国
が
真
の
大
国
に
な
る

の
を
阻
む
ね
ら
い
が
あ
る
。
い
ず
れ
の

構
想
も
正
式
発
表
以
前
に
す
で
に
機
能

し
、
稼
働
お
よ
び
交
渉
中
の
協
定
と
関

係
が
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
両
氏
と
も
に

自
国
利
益
を
最
優
先
し
、
そ
の
つ
ぎ
に

今
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。

ラ
ッ
ド
氏
の
案
が
得
難
い
の
は
、
ア
ジ

ア
太
平
洋
共
同
体
を
ま
ず
主
要
国
に

と
っ
て
の
対
話
の
場
と
限
っ
て
お
り
、

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
全
加
盟
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
参
加

を
求
め
て
い
な
い
点
に
あ
る
。
協
議
事

項
は
、
政
治
的
な
安
全
保
障
問
題
に

絞
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
や

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
は
じ

め
と
す
る
域
内
の
他
の
安
全
保
障

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
関
す
る
課
題
は
依
然
と

し
て
残
る
。

四. 

結
論
―
中
国
が
と
り
得
る
選
択

肢

　

中
国
は
、
一
九
九
一
年
に
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

に
、
二
〇
〇
一
年
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
加
盟
し

た
。
ア
ジ
ア
域
内
お
よ
び
グ
ロ
ー
バ
ル

な
環
境
に
自
ら
適
応
つ
つ
も
自
ら
の
統

合
政
策
を
構
築
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
適

応
の
際
の
指
針
は
自
国
経
済
の
海
外
に

対
す
る
開
放
を
加
速
さ
せ
て
海
外
の
技

術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
導
入
し
、
国
際
貿
易

を
発
展
さ
せ
、「
健
全
な
経
済
成
長
」

を
促
進
す
る
こ
と
に
あ
る
⑷

。
中
国
は

多
角
的
貿
易
体
制
を
さ
ら
に
強
化
し
た

い
と
考
え
て
い
る
、
と
同
時
に
貿
易
相

手
国
の
中
か
ら
多
角
的
貿
易
体
制
を
補

完
す
る
、
二
国
間
・
複
数
国
間
自
由
貿

易
協
定
の
締
結
の
相
手
を
模
索
し
て
い

る
。
中
国
は
周
辺
諸
国
と
の
安
定
的
関

係
を
維
持
す
る
意
向
で
あ
り
、
制
度
構

築
に
貢
献
す
る
重
責
を
担
う
用
意
が
あ

る
。
こ
れ
は
論
理
に
か
な
っ
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
二
国
間
・
複
数
国

間
貿
易
の
成
長
や
経
済
関
係
の
維
持
に

対
す
る
制
度
上
の
保
証
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
貿
易
拡
大
の
後
押
し
、
市
場

多
様
性
の
実
現
、
消
費
者
価
格
と
生
産

者
コ
ス
ト
の
低
減
を
と
お
し
て
加
盟
国

と
そ
の
経
済
に
お
け
る
企
業
と
消
費
者

の
利
益
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
経

済
成
長
を
け
ん
引
す
る
と
と
も
に
、
新

た
な
雇
用
機
会
の
創
出
に
も
つ
な
が

る
。
二
国
間
・
複
数
国
間
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
結

ん
だ
国
々
は
中
国
を
市
場
経
済
と
認
識

し
て
お
り
、
中
国
は
貿
易
相
手
国
の
数

カ
国
と
二
国
間
・
複
数
国
間
Ｆ
Ｔ
Ａ
／

Ｒ
Ｔ
Ａ
の
構
築
に
向
け
て
実
際
的
な
措

置
を
取
っ
て
い
る
。

　

中
国
は
東
ア
ジ
ア
共
同
体
構
築
に
前

向
き
の
施
策
を
講
じ
て
き
た
。
ま
た
そ

う
す
る
こ
と
が
長
期
的
視
野
で
の
こ
の

地
域
の
協
力
に
資
す
る
も
の
と
信
じ
て

い
る
。
昨
年
一
二
月
に
習
近
平
国
家
副

主
席
が
訪
日
し
た
際
、
日
本
が
東
ア
ジ

ア
共
同
体
を
提
唱
し
た
こ
と
を
評
価
し

た
⑸

。
胡
錦
濤
国
家
主
席
は
東
ア
ジ
ア

共
同
体
の
概
念
の
下
に
ア
ジ
ア
各
国
を

ま
と
め
よ
う
と
す
る
鳩
山
氏
の
尽
力
を

称
賛
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
⑹

。

こ
れ
ら
は
、
鳩
山
氏
の
提
案
は
ア
メ
リ

カ
よ
り
中
国
に
歓
迎
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　

中
国
が
鳩
山
氏
の
提
案
を
歓
迎
し
て

い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
中
国
が
東
ア
ジ

ア
の
協
力
体
制
に
関
す
る
方
針
を
変
更

し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
中
国
は

引
き
続
き
東
ア
ジ
ア
域
内
の
協
力
体
制

に
お
い
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
主
導
的
役
割

を
果
た
せ
る
よ
う
支
援
す
る
と
い
う
自

国
の
政
策
は
引
き
続
き
推
し
進
め
て
い

く
。
中
国
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
協
力
を

強
化
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
東
ア
ジ
ア

の
協
力
体
制
は
10
＋
３
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

一
〇
カ
国
＋
日
本
、
韓
国
、
中
国
）
に

基
づ
く
べ
き
と
の
持
論
を
堅
持
し
て
い

る
。
中
国
は
、
ア
メ
リ
カ
が
提
唱
す
る

Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
積
極
的
に

呼
応
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。

長
き
に
わ
た
っ
て
中
国
は
10
＋
６
の
形

式
に
は
後
ろ
向
き
の
姿
勢
を
示
し
て
き

て
お
り
、
二
〇
〇
二
年
の
東
ア
ジ
ア
・

ビ
ジ
ョ
ン
報
告
書
（2002East Asia 

Vision Report

）
に
基
づ
く
東
ア
ジ
ア

共
同
体
を
重
要
視
し
て
い
る
。
小
泉
元

首
相
の
東
ア
ジ
ア
共
同
体
と
ア
メ
リ
カ

の
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
い
ず
れ
も
、

民
主
主
義
的
価
値
ま
た
民
主
主
義
的
連

邦
と
い
う
性
格
を
押
し
出
し
、
中
国
を

囲
い
込
み
ま
た
は
封
じ
込
め
る
と
い
う

目
的
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
は

冷
戦
と
い
う
見
方
で
域
内
の
貿
易
圏
を

形
成
す
る
こ
と
を
嫌
悪
す
る
。
そ
れ
よ

り
も
む
し
ろ
貿
易
や
金
融
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
い
し
は
通
貨
協
力
と
い
っ
た
分
野

に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
周
辺
地
域

を
安
定
さ
せ
、
中
国
製
品
を
公
正
に
取

扱
い
、
中
国
の
投
資
を
歓
迎
し
て
く
れ
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る
開
か
れ
た
市
場
を
求
め
た
い
考
え
方

で
あ
る
。
中
国
の
対
外
協
力
の
最
優
先

事
項
は
機
能
的
か
つ
実
際
的
な
協
力
に

あ
り
、
安
全
面
の
再
保
障
や
集
団
的
安

全
保
障
、
反
テ
ロ
戦
争
、
気
候
変
動
な

ど
経
済
以
外
の
問
題
に
関
連
す
る
構
想

に
つ
い
て
は
慎
重
姿
勢
を
示
し
て
い

る
。

　

米
中
関
係
が
東
ア
ジ
ア
と
ア
ジ
ア
太

平
洋
域
内
の
協
力
体
制
に
重
要
な
意
味

を
与
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
中

国
の
考
え
が
域
内
お
よ
び
世
界
経
済
に

と
っ
て
意
味
が
大
き
い
こ
と
は
、
オ
バ

マ
政
権
も
認
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
米
中
の
二
国
間
関
係
に
は
課
題
が

い
く
つ
か
あ
る
。
こ
れ
は
、
オ
バ
マ
政

権
の
ア
ジ
ア
回
帰
政
策
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
。
こ
の
政
策
は
、
ア
メ
リ
カ

の
提
唱
す
る
Ｆ
Ｔ
Ａ
構
想
に
対
す
る
中

国
の
意
思
決
定
に
決
定
的
影
響
を
与
え

る
も
の
で
あ
る
。中
国
は
微
妙
な
問
題
、

特
に
自
国
に
反
し
た
り
国
益
を
損
な
っ

た
り
す
る
可
能
性
の
あ
る
政
策
に
つ
い

て
は
慎
重
を
貫
い
て
き
た
。
一
般
的
ま

た
は
お
お
ま
か
に
言
っ
て
現
時
点
で

は
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
も
し
く
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

い
ず
れ
に
中
国
が
向
う
か
に
議
論
が
集

中
し
て
い
る
が
、
重
要
な
の
は
中
国
が

い
か
に
対
処
す
る
か
で
あ
る
。

　

中
国
は
、
東
ア
ジ
ア
ま
た
は
ア
ジ
ア

太
平
洋
の
地
域
統
合
の
プ
ロ
セ
ス
に
お

い
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
主
導
的
役
割
を
担

う
こ
と
を
支
持
し
て
い
る
。
こ
の
政
策

は
、
途
上
国
と
の
関
係
に
お
け
る
中
国

の
立
場
と
合
致
す
る
基
本
的
政
策
で
あ

る
。
中
国
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
今
年
、
中

国
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
支
援
政
策
に
基
づ
い

て
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
実
行
を
始
め
て
い
る
。
中

国
は
物
品
、
サ
ー
ビ
ス
、
投
資
お
よ
び

経
済
的
技
術
に
関
し
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と

の
協
力
関
係
を
深
め
る
一
方
で
、
支
援

提
供
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
の
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
ち
上
げ
を
試
行
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
す
べ
て

が
、
中
国
―
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
協
力
関
係

の
基
盤
を
強
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
中

国
が
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
に

関
し
て
も
中
国
を
支
持
す
る
よ
う
途
上

国
に
対
し
て
求
め
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は

明
ら
か
だ
。一
方
で
、石
油
や
ガ
ス
、水
、

食
料
な
ど
の
乏
し
い
資
源
に
お
け
る
競

争
で
は
課
題
や
問
題
が
存
在
す
る
。
そ

し
て
領
土
に
関
す
る
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な

問
題
、
特
に
中
国
と
他
国
と
の
間
に
あ

る
領
海
に
関
す
る
問
題
が
あ
る
。
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
中
に
は
中
国
の
台
頭
を

憂
慮
し
、
中
国
と
拮
抗
す
る
た
め
に
ア

メ
リ
カ
の
よ
う
な
外
部
の
大
国
が
こ
の

地
域
に
関
わ
る
こ
と
を
望
む
国
も
あ

る
。

●
終
わ
り
に

　

こ
の
よ
う
な
分
析
を
踏
ま
え
、
本
稿

は
以
下
の
政
策
を
提
案
し
て
終
わ
り
た

い
。

　

ま
ず
第
一
に
、
積
極
的
姿
勢
を
維
持

し
、
日
米
両
国
の
提
案
を
守
る
こ
と
は

中
国
の
国
益
に
沿
う
こ
と
で
あ
る
。
温

家
宝
首
相
は
、
中
国
が
国
際
的
協
力
の

枠
組
み
に
積
極
的
に
参
加
し
、
そ
れ
を

維
持
す
る
だ
け
で
な
く
、
国
際
的
機
構

の
構
築
に
も
建
設
的
役
割
を
果
た
し
た

い
と
述
べ
て
い
る
。
中
国
は
新
し
い
機

構
に
は
、
抵
抗
を
示
し
て
き
た
が
、
そ

の
姿
勢
も
変
え
る
必
要
が
あ
る
。
新
構

想
へ
の
積
極
的
参
加
と
協
議
は
、
中
国

の
国
益
に
利
す
る
も
の
で
あ
る
は
ず

だ
。

　

第
二
に
、
中
国
は
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
と
Ｔ

Ｐ
Ｐ
問
題
に
関
す
る
研
究
に
本
腰
を
入

れ
る
べ
き
だ
。
こ
れ
は
早
い
に
越
し
た

こ
と
は
な
い
。
交
渉
条
項
の
中
に
は
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
ル
ー
ル
の
実
行
を
早
め
た
り
Ｆ

Ｔ
Ａ
戦
略
に
沿
う
も
の
が
あ
る
だ
ろ

う
。
さ
ら
に
中
国
は
条
項
が
自
国
の
発

展
に
有
益
で
あ
る
か
を
検
討
す
べ
き

だ
。
中
国
が
こ
れ
に
関
連
す
る
交
渉
に

参
加
す
る
場
合
、
極
め
て
早
期
の
段
階

か
ら
、
現
在
議
論
さ
れ
て
い
る
交
渉
案

を
補
完
す
る
自
国
の
案
を
提
出
す
る
こ

と
が
可
能
だ
。

　

最
後
に
、本
稿
を
終
え
る
に
当
た
り
、

筆
者
の
理
想
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
た

い
。
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
中
国
を
必
要
と
し
て

お
り
、
中
国
も
ま
た
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
を
必
要

と
し
て
い
る
。
相
互
サ
ポ
ー
ト
こ
そ
、

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
明
る
い
未
来
を
も
た
ら
す

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

（Cai Penghong

／
中
国
、
上
海
社
会
科

学
院
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
）

《
注
》

（1） 

キ
ャ
ン
ベ
ル
。
同
氏
は
ボ
ゴ
ー
ル
目
標

の
目
標
時
期
の
ひ
と
つ
が
二
〇
一
〇
年
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
二
〇
一
〇
年
が
重
要
で

興
味
深
い
年
で
あ
る
と
主
張
。
キ
ャ
ン

ベ
ル
特
使
は
目
標
が
達
成
さ
れ
た
と
は

考
え
て
い
な
い
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
勝

利
宣
言
が
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

（
二
〇
一
〇
年
三
月
四
〜
五
日
、
太
平
洋

経
済
協
力
会
議（
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
）円
卓
会
議
）

（2） 

ロ
ン
・
カ
ー
ク
。
二
〇
一
〇
年
五
月
六
日

に
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
開
催
さ
れ
た
第
七

回
米
国
ア
ジ
ア
太
平
洋
協
議
会
年
次
ワ

シ
ン
ト
ン
会
議
（7th Annual U.S.-Asia 

P
acific C

ou
n
cil W

ash
in
gton 

Conference, W
ashington DC, M

ay 6, 
2010

）
に
お
け
る
ロ
ン
・
カ
ー
ク
特
使

の
発
言
。

（3） 

ケ
ビ
ン
・
ラ
ッ
ド
。
二
〇
〇
九
年
一
二

月
八
日
付
『
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
』
誌

記

事
「A Call for An Asia Pacific 

com
m
unity

」
以
下
サ
イ
ト
で
閲
覧
可

能
：h

ttp
://w

w
w
.n
ew
sw
eek
.

com
/2009/12/07/a-call-for-an-

asia-pacific-com
m
unity.htm

l

（4） 

貿
易
政
策
検
討
機
関
：
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
貿
易

政
策
レ
ビ
ュ
ー
（Trade Policy 

Review

）、W
T/TPR/S/199

、
二
〇
〇

八
年
四
月
一
六
日
、
二
四
ペ
ー
ジ
。

（5） 

二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
五
日
付
『
人
民
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日
報
』
紙
記
事
「Chinese Vice 

President X
i Jinping M

et w
ith 

Japanese Prim
e M
inister Yukio 

H
atoyam

a

」、pp.1
（6） 
二
〇
一
〇
年
四
月
一
三
日
付
Ｂ
Ｂ
Ｃ

ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
提

供
の
政
治
記
事
「Japan, China to 

constitute core of East A
sian 

com
m
unity - H

atoyam
a, B

B
C 

M
onitoring Asia Pacific

」
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